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No. 1 高齢者の膝関節の痛み

Vol.54 （2020年）
No.12 歩行 PART 2　運動器疾患と歩行指導

No. 11 歩行 PART 1　脳神経疾患と歩行

No. 10 疼痛に対する最新の理学療法―治療効果
を最大化するための理論と実践

No. 9 軟部組織に着目した理学療法の最前線＊

No. 8 パフォーマンス向上のための筋力トレーニング

No. 7 脊椎・脊髄疾患の多彩な症状と理学療法

No. 6 Pusher 現象の謎　「傾き」への挑戦
―臨床像と治療アプローチ

No. 5 投球障害を捉える―動作，機能解剖，エコー
の活用，予防に対する理学療法士の英知

No. 4 症例から考える
脳幹病変へのアプローチ

No. 3 地域における予防の効果
―理学療法の可能性

No. 2 薬と運動療法
No. 1 急性期理学療法の今

―育成・働き方・連携・エビデンス

Vol.53 （2019年）
No. 12 装具の臨床
No. 11 今と将来を見据えた

小児整形外科理学療法
No. 10 これからの理学療法

―2025年以降の姿を見据えて
No. 9 栄養を学ぶ―学際と実際
No. 8 IADL―生活をもっと科学的に
No. 7 脳卒中患者の上肢に対する理学療法

up to date

No. 6 上肢運動器疾患
―若年者と中高年者の特徴

No. 5 全体像を把握する
No. 4 理学療法士がめざす安心と安全
No. 3 こころの問題と理学療法

＊在庫僅少

Vol.55  No.2 （2021年2月号）
特 集

関節可動域評価のABC 
治療計画につなぐ応用的解釈まで
　関節可動域測定は，理学療法士にとって極めて身近な評価であ
り，不可欠な情報である．しかし標準的手技による可動域測定値
は基本情報に過ぎない．それは可動域測定の対象運動のほとんど
が関節複合運動であることによる．測定後の治療には「病態解釈」
と「角度情報と制限因子とを関連づけた考察」が不可欠である．
　A： 当該関節に多くみられる病態を例に，関節可動域評価の注

意点と制限因子の考察例
　B：可動域測定と並行し留意すべき痛みの評価と多関節連携
　C：身体運動と関連づけた可動域制限の応用的解釈
　本特集では，基本となる可動域測定手技と測定結果に理学療法
士の運動学的考察・問題点の推察を合わせた応用解釈までを「関
節可動域評価」と捉え，その基本を関節ごとの特性と合わせて整
理する．©
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次号予告 � Vol.55  No.4 （2021年4月号）

皮神経滑走と運動療法の新知見
エディトリアル  福井　勉

PAFSとLAFS  今西宣晶

Skin is the outside of the brain＊  Diane Jacobs

Underestimated sensory system and best patient input for relieving pain  
　with kinesiology tape＊  Esther de Ru

ペインクリニックからみた神経絞扼とは  北野正悟，他

組織学的軟部組織の滑走  杉浦史郎，他

触圧覚刺激と運動神経の関連性  鈴木俊明，他

軟部組織滑走性と疼痛  土持宏之

皮膚刺激と身体反応  財前知典

軟部組織と腰痛  成田崇矢

＊抄訳と原文を掲載

ロボット
生活機能ロボット―現状と展望  本間敬子，他

産学官連携によるロボット開発―現状と展望  山田和範

ロボットと理学療法―現状と展望  田中敏明，他

目でみてわかる�今日から生かせる感染対策 9  高橋哲也，他
〈新連載〉臨床実習サブノート　診療参加型実習―「ただ見ているだけ」にならないように

変形性股関節症  岡　智大

再考します―臨床の素朴な疑問 4

最近，腎臓リハビリテーションが人気です．腎臓が悪くても運動していいの？  田村由馬

診療参加型臨床実習 4

診療参加型臨床実習参加までに習得すべき学生の学習課題 
　―診療参加型臨床実習を効果的に行うための学内教育・支援  藤澤宏幸
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Close-up

連 載

年間購読のご案内

1冊ずつ購入するよりお得！  学割もご用意しております．
発行後すぐに送料無料でお届けします！
 「電子版」なら，1年分の購読料で創刊号からのバックナンバーが 
読み放題！

お申し込みは医学書院ウェブサイトまたは弊社販売部まで
TEL 03-3817-5659／FAX 03-3815-7804 
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冊子＋電子版／個人  25,212円
電子版／個人  21,912円
冊子版／学生割引  17,556円
冊子＋電子版／学生割引  20,856円
電子版／学生割引  17,556円

2026/09/20 15:55:56


